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１．研 究 目 的 

 この研究では，社会福祉の歴史研究における分析枠組みを検討する．ここでは社会福祉

の歴史研究の２人の巨人，吉田久一と池田敬正を取り上げる．彼らの分析枠組みを踏まえ

て，福祉国家以降の社会福祉の歴史はどのように考えられるだろうか．

２．研究の視点および方法 

 吉田久一と池田敬正による社会福祉の歴史研究の分析枠組みを文献研究によって行い，

社会福祉史研究の分析枠組みを追究する． 

３．倫理的配慮 

 この研究は本学会の研究倫理規程，ならびに研究ガイドラインに基づいている．引用等

の記載は本学会の機関誌執筆要領等に則っている．また，開示すべき COI はない． 

４．研 究 結 果 

現在の社会福祉の歴史研究を作ったのは吉田久一である（野口 2024 刊行予定）．吉田は

1948 年以降，社会福祉の歴史を研究し『近代社会事業の歴史』（1952 年）を上梓した．吉

田は社会福祉が学問であるためには科学でなければならないと考え，K.マルクスと M.ウ
ェーバーの理論を基盤とした．戦前に発表された社会福祉の歴史研究が皇国史観や啓蒙的

な歴史記述であったのに対して，吉田は科学的な分析枠組みによる記述で評価された．

吉田の社会福祉史への成果の一つは，「近代化」を社会事業史に位置付けたことである．

吉田は，社会事業の近代化とは，社会事業の民主化が進んでいくことであり，明治維新以

降の歴史の中で，社会事業が発展してきたと捉えていた．だが，社会事業は単純な発展で

はなく，天皇制的家族共同体の残存や権利性の否定などの問題があり，また民意が反映さ

れることなく制度化や組織化が図られ，戦後の占領下で社会事業の近代化が進められたと

した．この一連の流れから，「社会事業の近代化は挫折をくり返しながらも，発展してきた

ことは否定できない」と述べた（吉田 1967:51）．吉田は高度経済成長以降について社会福

祉という用語を使用し，それ以前を社会事業としている．そして，この社会事業の近代化

は高度成長以降に形成される社会福祉の前提と述べている(吉田 1990:492)． 

 一方，1980 年代に入り，池田敬正が時期区分の三段階論を述べた．池田は社会福祉理念

が普遍的なら，社会福祉の歴史は人類の始源とともに開始されるとして，第一段階を原始

社会以来の共同体的規制と身分制的支配に基づく社会で相互扶助に依存する段階，第二段

階を共同体的関係が解体し，生存を個人の責任とする段階とした．第三段階は個人の自律

を前提にした社会的協同の中で実質的平等を実現する段階で，この段階に社会福祉が形成
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されたとした．池田は福祉に内包された普遍的な理念を追究し，社会科学として成り立た

せるための歴史分析として，規範分析を基底にした福祉史を主張した．池田は，原始社会

における「無産の平等にもとづく生活の共同としての原生的共生」（＝社会共同）を福祉の

原点とする（池田 2011:50）．福祉は人類史に貫通する社会現象であり，歴史貫通的な理念

である．つまり社会福祉が一つの段階に過ぎない．池田によると第三段階は「現代」のこ

とで，社会事業の時代と社会保障の時代の２つである．この段階は従来の感化救済事業か

ら戦後の福祉国家の形成までの時代を指している．現代に登場した社会福祉は「全国民を

対象とする無差別平等の“くらしむきのよさ”としての福祉を，国家的規模で社会的に編

成する生活支援のためのシステム」である（池田 2005:169）．これは，社会共同のかたち

が，「無資産の労働者階級（ワーキングクラス）を含む国家の全構成員が自律的に参加する

国家運営にもとづく」ものに変化したものであり，これが福祉国家である（池田 2005:169）． 
５．考 察 

 発展段階論では，福祉国家以降の説明が難しい．この点に関して古川は，従来の研究枠

組みは「資本主義社会の発展段階と社会福祉の発展段階を対比させ，両者を結びつけ，関

連させて分析するという手法，視点と枠組みによって考察を進めてきた」と指摘し再検討

を試みている（古川 2023:268）． 

では，池田のいう社会共同の三段階論で福祉国家以降の社会福祉の歴史を説明できるだ

ろうか．高岡は，池田の第三段階（＝現代）の設定そのものを否定する（高岡 2020:20）．

池田の民主主義を基準とする第三段階では，1920 年代以降の日本の多様な福祉の展開を把

握することに成功しおらず，加えて戦後の社会保障確立運動なども捉えられないという． 

 高岡の指摘した三段階説批判を踏まえると，社会共同としての福祉の歴史では，国家と

家族と市場以外に存在する福祉的な活動をする主体が捉えられないといえる．現代の私た

ちを取り巻く多様な福祉的活動を位置づけるには，国家と家族と市場とそれ以外の福祉的

な活動を行う主体の多元的なダイナミズムを捉える視点が必要である． 
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